【さらに目標を設定し取り組める事業場の取り組み項目】
	●仕事や職場を原因とする心の病の発症をなくすために、業務量やチームワークなど仕事や職場の改善について話し合い、働きやすい職場づくりに取り組む。
●委託職場において発注元と受注先業者で構成する安全衛生協議体制を確立する。
●安全衛生委員会への女性委員の拡充をはかるなど、男女がともに担う安全衛生活動を推進する。
●ワーク・ライフ・バランスの実現のため、時間外労働の実態を調査し、労働時間の縮減をはかる。
●臨時・非常勤等職員、同一事業所内の公共民間労働者など、すべての労働者の安全衛生を確保する。
●職場におけるパワー・ハラスメント、セクシュアル・ハラスメント、マタニティ・ハラスメントの予防や、クライアントを含む職場の暴力等によるメンタルヘルス対策に取り組み、相談体制の充実、長期休暇後の職場復帰体制の確立をはかる。
●アスベストのばく露防止対策を確実にし、従事者及び従事歴者の健康対策を講じる。
●作業従事者の参加により、転落事故の防止など危険な作業について作業マニュアルを作成し遵守する。


